参考様式第１-35号（規則第13条第２項第８号関係）　　　　　　　　　　　　　　（日本産業規格Ａ列４）
　
目標とする日本語能力に係る講習履修状況等申告書

１　目標とする日本語能力に係る講習の履修状況等について
　
　□　①　Ａ２相当の日本語能力の試験に合格している
　
　□　②　入国後講習の修了の日まで（入国前を含む）に、Ａ２相当の目標講習を１００時間以上履修する

□　③　入国後講習修了後、育成就労の終了の日までにＡ２相当の目標講習を１００時間以上履修する

２　（上記③に該当する場合）Ａ２相当の目標講習の実施予定

　　□　認定日本語教育機関（その講習が就労のための課程のものに限る。）又は登録日本語教員により実施される場合、「講習実施者の資格・免許」の欄にその旨を、「実施時間数」の欄に当該講習の目標（水準）をそれぞれ記載すること。
	
	　
	講習実施者の氏名又は名称
	実施場所
（施設名・所在地等）
	講習実施者の資格・免許
	実施期間
	実施時間数

	①
	年目
	
	
	
	　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

　　　時間

	②
	年目
	
	
	
	　　　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

時間

	③
	年目
	
	
	
	　　　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

時間

	④
	年目
	
	
	
	　　　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

　　 　　　時間

	⑤
	年目
	
	
	
	　　　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

　 　　　　時間

	⑥
	年目
	
	
	
	　　　年  　月　　日
　　～
年  　月　　日
	

　 　　　　　時間

	合　　計　　時　　間
	時間



３　備考
	


（注意）
１欄は、育成就労計画の認定申請時点（又は変更認定申請時）における状況について、①、②、③のうち、該当するものを１つ選択すること。
１欄のうち、①を選択した場合には、受験した試験実施機関が発行する、試験結果を確認することのできる疎明資料を添付すること。
２欄については、日常的に数時間ずつ日本語学習を行い目標の達成を目指す場合など、全ての日程に係る実施期間の記載が困難である場合は、育成就労を実施する通算期間における年次計画等の履修スケジュールを記載すること。
